
他社の取り組みをマネして、考えて、進化させて、ヒントが見つかる発表会!!

webサイトの「セミナー・イベント」からお申し込みください

主催：公益社団法人日本プラントメンテナンス協会
後援（予定）：経済産業省、厚生労働省、環境省、愛知県、福岡県
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高木 佳寿子さん（豊田合成株式会社）

＜第 49 回キャッチコピー（スローガン）＞

“いま”を進化させ
　　新しい現場づくり!!

”異常を感じるその瞬間”
あなたの意識が現場を変える !!
”異常を感じるその瞬間”

あなたの意識が現場を変える !!

参加方法

聴　講
申込み

お問い合わせは
こちらまで

聴講者募集中 !!

発表事例数
10社11事例（予定）
（詳細は裏面をご参照ください）

オンライン（ZOOM）で発表を聴講

製造現場における改善活動をご聴講いただけます。
１事例あたりの発表時間は 15分です

ＴＥＬ：０５２－５６１－５６３４
E-Mail：jipmchuubu@jipm.or.jp

公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会
中部事務所

〒450-0002　名古屋市中村区名駅4-23-13 名古屋大同生命ビル3階
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◆改善事例発表⼤会　⻄⽇本地域 2021年6⽉23⽇（⽔）

10:25 - 10:30 開会あいさつ

10:30 - 10:50 事例１ ▶録画発表
⼯務・保全 コンベアチェーン摩耗⾃動測定による⼯数削減 🎤

鈴⽊ 穂⾼

10:50 - 11:10 事例２ ▶録画発表
⼯務・保全 光電センサのトラブル削減

森本 政宏

11:20 - 11:40 事例３ ▶録画発表
⼯務・保全 往復動圧縮機シリンダートップカバー損傷対策 🎤

⼯藤 陸⼤

11:40 - 12:00 事例４ ▶録画発表
⼯務・保全 SPR不具合改修〜保守確⽴まで 🎤

和久 正樹

（昼休憩）

13:00 - 13:20 事例５ ▶録画発表
運転・製造 SCR組⽴作業改善による効率化 🎤

⼭下⼤志郎

13:20 - 13:40 事例6 ▶録画発表
⼯務・保全 ⼯器具管理業務の効率化 🎤

元村 明博

13:50 - 14:10 事例7 ▶録画発表
⼯務・保全 連結管トラブルの原因と対策について 🎤

松岡 泰志

14:10 - 14:30 事例8 ▶録画発表
⼯務・保全 ＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）への取り組み

守屋 尚志

14:30 - 14:50 事例9 ▶録画発表
運転・製造 C230Iエビ補強切れ発⽣の撲滅 🎤

藤富 健⼀

15:00 - 15:20 事例10 ▶録画発表
⼯務・保全 攪拌槽の腐⾷対策及び⽣産性向上 🎤

湯川 啓介

15:20 - 15:40 事例11 ▶録画発表
⼯務・保全 ドライヤ歩み量測定⾃動化について 🎤

⽯⽥ 洸⼀

15:50 - 16:20 『現場が主役の潤滑管理』　　ＲＭＦジャパン株式会社　潤滑技術顧問　久藤　樹⽒

16:20 - 16:35 結果発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　🎤︓ 質疑応答あり

マツダ株式会社 コンベアチェーン点検にかかる⼯数が多く、職場の予算を圧迫していた。カメラによる画像処理で⾃動⼨法計測を実現し、省⼒
化を実現した事例を紹介する

⽇本ゼオン株式会社 光電センサの劣化やズレによるトラブル削減の為、センサをネットワーク化した。ON、OFF信号のみの光電センサを使⽤していた
が、センサタイプを変えてEthenet/IPのネットワークにすることで感度を取り込むことが可能となり、感度の変化がわかるようにタッ
チパネルに表⽰した。実際に感度の変化からセンサのずれや汚れを捉えており、トラブルが発⽣する前に処置をする事でを未然に
防⽌する事ができた事例を紹介する

カメラによる点検の⾃動化

防府⼯場 第4⾞両製造部 
⾞両⼯務技術Gr ⼯務係 班⻑

特別講演

故障発⽣リスクの低減

昭和電⼯株式会社 本発表は重⼤故障から故障ゼロ化に取り組んだ案件である。本件は特に管理不要と思われた部位（部品）がトラブルの発
端となった。そこで､その原因の解析を⾏い、対策⽴案・実⾏し、故障ゼロ化・安定運転に繋げた事例を紹介する

トヨタ⾃動⾞九州株式会社 新技術の保守確⽴ 新技術であるSPR(ｾﾙﾌﾋﾟｱｯｼﾝｸﾞﾘﾍﾞｯﾄ)が新規導⼊されたが設備停⽌件数や停⽌時間が多くﾈｯｸ⼯程となっていた。頻発停
⽌や⻑時間停⽌となる原因を追究し改善していく事で稼働を安定｡また状態維持のための設備維持管理等の保守⽅法も確
⽴させ品質､稼働ともに不具合をなくすことを⽬標とした事例を紹介する

現場の改善活動

2018年10⽉度から⽣産開始したC230Iのｴﾋﾞ補強切れ発⽣の撲滅をﾃｰﾏに掲げた｡慢性化した切れに対して4Mの観点で
様々な⾓度から要因検証したが､真の要因が掴めずに⼀度はｻｰｸﾙ内では諦めに近い雰囲気が･･｡しかし､『絶対に解決させ
る』という強い思いを全員で持ち直し､作業性に焦点を当て発⽣する仕組みの検証を⾏うことで､真の要因にたどり着いた｡悪戦
苦闘しながら問題を解決して確実に成⻑を遂げたｻｰｸﾙの軌跡をどうぞご覧下さい

旭化成株式会社 SUS316L+炭素鋼のｸﾗｯﾄﾞ鋼製撹拌槽において､炭素鋼側の腐⾷が発⾒され攪拌槽本体を更新する必要性が⽣じた｡その
対策として材質をSUS316Lに変更し､更新と同時に､①冷却⽔側のSCC対策､②伝熱⾯積の有効利⽤による20~30%程
度の⽣産ﾚｰﾄｱｯﾌﾟを達成｡更に､MP設計として撹拌軸ｸﾞﾗﾝﾄﾞ部のｽｹｰﾙ固着対策を⾏い､保全性を向上させた事例を紹介す
る

株式会社トクヤマ
ドライヤ歩み量の測定を⾃動化し、状態監視強化、トラブルの再発防⽌及び危険作業の排除を図った事例を紹介する

⽣産技術本部 設備技術センター 延岡設備技術総部 
延岡第⼀設備技術部 ⽇向化学品設備技術課

連結管エルボ背部の温度計溶接部から内液が漏洩する事案が発⽣した。原因究明のため、漏れ箇所についてCAE解析を
⾏った結果、内外管の材質が異なることによって許容応⼒以上の応⼒が発⽣していることが判明した。CAE解析結果に基づ
き、効率的に連結管の更新を実施することにより、損失を伴う故障発⽣リスクを低減した事例を紹介する

近年､ﾃﾞｽｸﾜｰｶｰの⽣産性を向上させる⼿法の1つとして､定型PC業務を仮想ﾛﾎﾞｯﾄが代⾏するRPA(ﾛﾎﾞﾃｨｯｸ･ﾌﾟﾛｾｽ･ｵｰﾄ
ﾒｰｼｮﾝ)が注⽬されている｡設備管理業務においても多くのﾃﾞｽｸﾜｰｸがあり､RPAによって業務の効率化が⾒込まれるため､試験
的に導⼊して効果を検証した事例を紹介する

⽇⽴造船株式会社 ⼯器具の点検･ﾒﾝﾃﾅﾝｽを主要業務としている⼯器具ｾﾝﾀｰでは､⽇々の⼯器具の貸出･返却業務の負担が⼤きく､貸し出した
⼯具も予定通りに返却されないという2つの⼤きな問題を抱えていた｡そこで､新たにQRｺｰﾄﾞを採⽤した新管理ｼｽﾃﾑを構築し､
貸し出し状況を可視化する事で問題を解決し､⼯器具管理業務の効率化を実現した｡本発表では実現に⾄る経緯と苦労話
を紹介する

宇部興産株式会社

舶⽤ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽに含まれる窒素酸化物を尿素⽔と反応させ除去する装置(SCR)をｴﾝｼﾞﾝへ装備するための組
⽴作業で作業ﾛｽが発⽣していた｡今回､作業効率向上のため｢設計､⽣産管理､製造｣が⼀体となり問題解決に繋げることが
できた最新事例を発表する

⽇⽴造船株式会社

トラブルの⾒える化

徳⼭⼯場 設備管理課 保全係 計電班

故障ゼロの追求

⼤分コンビナート ⼯務部 ⼯務三ｸﾞﾙｰﾌﾟ

宮⽥⼯場 ⾞体部 ⾞体設備課 第⼀保全係

保全業務のスマート化

徳⼭製造所 ｾﾒﾝﾄ製造部 設備保全課

有明⼯場 製造部 組⽴課 組⽴係 組⽴2

 サービス業務の改善活動

有明⼯場 ⽣産技術部 設備･情報管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ

 設備管理部 機械G 保全第⼀T

業務効率化の実証実験

南陽事業所 設備管理部 計装課 計装第⼀係

腐⾷対策及び⽣産性向上

ＴＯＴＯサニテクノ株式会社 現場の改善活動

中津衛陶製造部 製造第三課

東ソー株式会社



旭化成株式会社 攪拌槽の腐食対策及び生産性向上

宇部興産株式会社 （社内選考中）

昭和電工株式会社 往復動圧縮機シリンダートップカバー損傷対策

東ソー株式会社 ＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）への取り組み

TOTOサニテクノ株式会社 C230Iエビ補強切れ発生の撲滅

株式会社トクヤマ ドライヤ歩み量測定自動化について

トヨタ自動車九州株式会社 SPR不具合改修～保守確立まで

日本ゼオン株式会社 光電センサのトラブル削減

日立造船株式会社 SCR組立作業改善による効率化

日立造船株式会社 工器具管理業務の効率化

マツダ株式会社 コンベアチェーン摩耗自動測定による工数削減

発表会社名 発表テーマ

発 表 予 定 企 業

委員長　　宇部興産 古賀　源二
副委員長　宇部興産 西森　隆明
副委員長　住友化学 園田　誠
副委員長　高田工業所 荒井　岳彦
副委員長　TOTOサニテクノ 植山　和弘
副委員長　トクヤマ 松田　篤政

副委員長　トヨタ自動車九州 福田　克海
委員 アイシン九州 品川　成雄
委員 山九 坂口　伸一
委員 昭和電工 梶原　豊
委員 セントラル硝子 戸田　修一
委員 東ソー 鬼村　武文

委員　日鉄ステンレス 伊藤　昌広
委員　日鉄ケミカル＆マテリアル 和田　裕人
委員　日本製鉄 松井　章之
委員　日本ゼオン 斉藤　幸治
委員　マツダ 河本　勇二

全国設備管理強調月間 西日本地域実行委員

2021年6月23日（水）
ライブ配信

１．参加料　１名・１ＩＤ

申込み規定・ご案内 MA1011

●当会ＨＰの専用申し込みフォームよりお申し込みください
URL：https://www.jipm.or.jp/offer/
●請求書は、開催の２週間前より派遣窓口ご担当者様宛に送付します。開催後1ヵ月以内に
当会指定の銀行口座にお振り込みください。なお振込手数料は貴社にてご負担ください

３．参加申込みと参加料のお支払い方法

●配信映像の録音・録画はお断りいたします
●１つのＩＤを複数人で使用することは禁止します。他者との共有はできません。必ず
聴講される人数分をお申込みください

●参加予定の方が当日都合がわるい場合は代理の方がご参加ください。代理参加不可能な
場合は規程によりキャンセル料を申し受けます

４．禁止事項

開催当日および前日の取消し：参加料全額
開催の２日前～７日前の参加取消し：参加料の３０％
※いずれも土・日曜、祝祭日を含みません
※キャンセルはメールでのみ受け付けます　E-Mail：seminar@iecj.com

５．キャンセル規定

公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会　普及推進部　中部事務所
愛知県名古屋市中村区名駅4-23-13 名古屋大同生命ビル3階
　電話番号：052-561-5634 　E-Mail：jipmchuubu@jipm.or.jp

6．申込み・内容のお問合せ先

お申し込みはWEBサイトから  https://www.jipm.or.jp/offer/

（公社）日本プラントメンテナンス協会
　　　会員（正会員、事業所会員）
（一社）日本能率協会　法人会員

一　般

1～9名

10～19名

20名以上

19,800円／名 (税込)
（本体価格18,000円  消費税1,800円）

14,300円／名 (税込)
（本体価格13,000円  消費税1,300円）

17,600円／名 (税込)
（本体価格16,000円  消費税1,600円）

12,100円／名 (税込)
（本体価格11,000円  消費税1,100円）

16,500円／名 (税込)
（本体価格15,000円  消費税1,500円）

11,000円／名 (税込)
（本体価格10,000円  消費税1,000円）

※１名１ＩＤをお申込みください
※複数人集まって同時聴講する場合は、必ず聴講人数分をお申込みください
※参加料金は１申込みあたりの単価です。複数申込みの合算はできません
※参加人数は全地域（東日本、中部、中国･四国&関西、西日本）に適用します
※請求書発行後の人数変更、キャンセルして申込みをやりなおした場合等は低価
格適用はされません
※会員以外の方はこの機会にぜひ当会への入会をご検討ください

・（公社）日本プラントメンテナンス協会　https://www.jipm.or.jp
・（一社）日本能率協会　　　　　　　　　https://www.jma.or.jp

●本発表大会は、ＷＥＢシステム「ＺＯＯＭ」にてライブ配信します
●参加方法は、オンライン聴講のみで、聴講には専用URLが必要です
●お申込み後、申込責任者に参加者名とメールアドレスをご登録いただきます
●URLは、開催１週間前に参加者それぞれにメールされます
●テキストの頒布はありません

２．参加方法

申込みサイト

（50音順敬称略）

西日本地域
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